
令和７年度から本校のホームページが新しくなりました。
ＰＴＡの懸案事項として準備を進めていただき、多くの
方々の御支援により運用開始となりました。附属中学校ら
しい気品のあるホームページになったと、卒業生の方から
メールをいただくなど、注目もされています。今後、写真
などを使いながら、本校の状況を紹介していく予定ですの
で、時々チェックをしていただけるとありがたいです。

特に、保護者の皆様におかれましては、ホームページの
右上にあるタグから、以下の３つ（お知らせ・学校案内・
保護者の皆様へ）を見ていただきたいと思います。

まず、お知らせについては、ホームページに更新された
新しい情報が出てきます。例えば、校長室だよりを生徒に
印刷配付した翌日には、

  のように表示されま
すので、クリックすればカラー版を見ていただけます。
次に、学校案内については、附属中学校のいろはが紹介

されています。特に「学校評価についてのアンケート」は、
生徒、職員、保護者の三者で附属中学校の現状を評価した
上で、これからどのような学校を目指し、どのように舵を
切っていくのかという視点で見ていただきたいと思います。
御協力いただいているＰＴＡ活動にも役に立つものだと考
えています。
最後に、保護者の皆様へについては、「学校いじめ防止

基本方針」と「防災安全対策」を見ていただけます。いず
れも学校内外において、生徒の安心安全を守る意味では大
切なものです。令和７年度は、学校経営を進めていく上で、
「人権・平和・命」を重点指導事項に位置付けることを生
徒のみならず、保護者の皆様にもお伝えしているところで
すので、ぜひ御一読ください。

令和７年５月２日発行

飛び石連休も残り４日です。１１日（日）に実施予
定の体育大会に向けて、体育大会実行委員会の皆さん
を中心に、全校生徒一丸となって準備や練習に熱がこ
もってきました。８日（木）には予行練習があります。
全校生徒で準備を進めている第７８回体育大会に掲

げられたビジョンは、

です。

昨年度のビジョン同様、同音異義語を使った附属中
学校らしい工夫を凝らしたものになりました。このビ
ジョンに込められた思いや願いを確認し、ねらいに迫
る取組に挑戦しましょう。

体育大会当日をその集大成とし、このビジョンが達
成できたかを見取ることが大切です。そのためにも、
練習過程のチェックと一人一人の振り返りから、成長
を実感してほしいと願っています。（生徒の手で、主
体的に取り組むことができたかということです。）
このことに加え、体育大会には、規律ある集団行動

の体得や運動に親しむ態度、責任感や連帯感の涵養、
体力の向上も目的に含まれます。
皆さんのすばらしい取組、仲間との深い関わり、体

育大会当日の快晴を楽しみにしています。

本校ホームページ リニューアル

宮崎大学教育学部附属中学校 校長室だより 伝えたい言葉
大丈夫だ。心配するな。なんとかなる。

一休宗純

ほくと

体育大会迫る！  残り練習３日間

前号でトイレのスリッパの乱れについて投げかけをしま
した。まだ「とてもよくなった」と言える状況ではありま
せんが、気づいた生徒や先生方が意識して並べている姿を
目にすることが多くなりました。
今回は教室の環境を省みたいと思います。本校では三求

清掃に取り組んでいます。１０分間の清掃時間に「高級」
「無休」「追求」の具体的な目標を設定し、黙々と取り組
んでいます。広い校長室を４名の生徒が担当し、決して私
語をするなく、反省会では自分たちの取組（頑張り）を評
価し次回の清掃につなげています。あなたの学級や学年の
取組はどうでしょうか。

美しい環境は、人を育て、学びを
深めますので、整然としたきれいな
教室を保ちましょう。 校長室掃除の取組 ☞

環境は人をつくる

競争 仲間と共に競い合い、熱い体育大会にする。
共創 学校全体で創り上げ、協力することの大切

さを実感する。
響奏 全力で声援をおくり、学校中に響き渡らせ、

団結する。

部活動本格始動 １年生多数入部
４月２５日（金）に部活動発足式がありました。新

入生を含め、校内部活動、校外活動に所属する生徒が
体育館アリーナに集い、部活動担当の倉掛先生が活動
をする際の注意事項や心構えについての話をしました。
私は、以下の２点について話をしました。

目標達成を目指す集団（チーム）の中に、気持ちの
ずれ（仲間や指導者への不信感）が生じると、体制は
うまくいきません。必要なことがあれば、建設的に思
いや考えを伝え、改善を図りましょう。
部活動の地域移行が進む中、附属中学校では先生方

に全員部活動体制をお願いしている現状です。九州で
は既に部活動を廃止した附属中学校があります。支え
てくれるすべての方々のおかげで活動ができることに
感謝し、自己成長につなげましょう。

⑴ 活動を通して、リスペクトできる仲間づくりや体制づ
くりをし、全員で目標達成に挑戦してほしいこと
⑵ 顧問・副顧問の先生方や保護者の方や仲間に対して、
常に感謝の気持ちをもって活動してほしいこと

先生と生徒と
の距離感が素
敵ですね。先
生方は皆さん
の近くで成長
を見守ってい
きます。

～きょうそう～ 競争・共創・響奏
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